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自且拍3~年 5月 神葺ミソ11県IJ田原市成田に出生

大正12年 3月 早朝間大学総学部卒業
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一
一
一
十
一
一
一
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
淘
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
河
野
謙
三
先
生
に
、
「
平
塚

市
名
誉
市
民
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
塚
市
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ
い
て
、
九

月
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
も
の
で
、
河
野
謙
一
二
先
生
の
実
兄
、
故
河
野
一
郎
先
生
(
衆
議
院

議
員
)
と
故
比
企
能
達
先
生
(
倒
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
)
に
続
く
、
一
一
一
人
目
の
名
誉
市
民
で

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
河
野
謙
一
ニ
先
生
の
偉
大
な
功
績
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

扇
子
夫
人
に
名
誉

市
民
称
号
を
伝
達

十
月
間
凶
日
市
民
伊
代
表
し
て
、
石
川
京
一
市
長
と

伊
藤
喜
市
議
会
議
室
買
が
露
謙
一
一
誕
生
宅
主
訪
問

1
1
し
、
名
昔
市
民
の
賛
皐
伝
遼
し
ま
し
た
。
あ
い
に

〈
向
野
謙
三
先
生
白
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
た
め
、
踏

ま
夫
人
と
義
の
銑
震
に
称
号
と
記
念
忍
〈
簡
家

工
藤
市
人
氏
自
絵
画
自
白
輯
〉
が
苧
渡
さ
れ
ま
し
た
。

溜
ま
夫
人
的
諮
壱
は
つ
名
替
市
山
箆
に
な
D
、
大
変
光

栄
で
す
」
と
暗
謝
じ
て
お
ら
れ
た
レ
と
め
こ
と
で
す
。

市
で
は
さ
つ
み
ぞ
、
乙
田
県
菅
を
た
た
え
て
間
野

謙
一
ユ
先
生
白
胸
像
苛
っ
と
の
-
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ん
に
部
b
、
功
績
ゆ
栄
守
口
伝
え
て
い

iaで

す。
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九
月
λ
白
か
ら
一
開
会
さ
れ
ピ
い
た
九
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
一
一
平
自
に
審
議
を
替
え
問
附
会
さ
れ
た
。
今
議
会

に
は
、
一
般
会
計
補
注
予
算
を
は
じ
め
、
自
転
車
の
放
置
紡
止
に
関
す
る
提
例
、
調
動
公
関
整
備
工
事
の
請
負

契
約
、
平
塚
市
部
設
置
案
椀
自
重
な
P
炉
提
聾
さ
れ
た
。
審
議
自
結
果
、
平
塚
市
病
院
事
業
委
白
霊
の

認
定
L
つ
い
て
は
継
続
審
蚕
と
す
る
こ
と
に
し
允
ほ
か
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
十
日
の
最

終
日
に
追
加
議
案
炉
提
同
車
さ
れ
、
市
坊
労
者
の
茨
包
帯
と
、
教
討
委
員
会
要
員
な
ど
の
行
政
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
が
噂
ら
れ
十
」
。
そ
し
て
、
名
替
市
民
自
称
号
重
明
野
謙
一
一
民
に
贈
呈
す
る
こ
主
L
な
っ
た
。
な
お
、

選
挙
管
理
重
員
会
委
員
自
任
期
満

γに
伴
い
、
番
函
固
と
補
充
員
が
選
出
さ
れ
た
。

(2) 

髄宵蚕員

と担調 明氏

。事擢人員 若干名

。受験資格 cr昭和35年 4月 2日以降生まれ

た健援な男子で、学校教育法による大学、

短期大学、高等学校を昭和58年 3月以陣卒

業した者、および59咋 3月卒業見込みの

者。③市内居住者およぴ採用擾市内に居住

できる方。ただし、通勤可能な者はこの般

のではない。③身長 160cm~以上、部重量55均
以上、胸間80回以上白者。

。欝 1)欠試験 11月 6B (自〉
@受験手続き 10月 178-26日まで。時閣は

日曜日を除く午前8時 30分~午後5時(土

曜日は正午までコに、消紡本部庶務諜

(篭話23~1111内組 387) へ、申込書([夜

務課に用意してある〉を本人が直接持書す

るロ

の

守澄寛之助氏高瀬慎吾氏 a

公平望書員

高橋忠ニ氏

思
転
車
の
駐
車
執
が
庁
を
確
作
品
子
曇
あ

九
月
一
治
会
で
、
需
の
行
政
襲
撃
の
補
完
部
制
と
し
て
企
需
立
青
少
年
一
担
当
喜
く
改
称
し
、
福
祉
部
町
庶
務
担
当
課
と
・
中
央
公
民
館
目
指
譲
を
社
会
教
育

の
改
革
襲
が
提
出
さ
れ
、
原
翼
ど
お
り
申
世
田
機
能
を
有
す
る
穏
当
舗
を
強
化
③
中
心
開
街
地
活
性
化
対
時
間
す
る
諜
に
移
管
し
、
社
会
教
育
指
揮
白
一

可
祝
さ
れ
た
。
乙
む
描
構
改
革
は
、
十
す
る
。
・
商
工
君
、
中
議
皆
街
担
当
を
盛
・
福
祉
総
務
妻
、
高
齢
化
社
会
担
当
貫
性
議
る

月

十

五

日

に

理

竹

さ

れ

る

。

問

機

構

改

革

白

域

掴

芯

〈

を

霞

〈

・

指

導

部

に

、

社

会

教

詩

拐

当

を

窓

〈

今
回
目
帯
構
改
革
は
、
昭
和
五
十
五
台
当
歯
す
る
蜜
点
施
措
の
執
行
悼
紛
の

e
計
画
課
に
、
市
街
地
整
備
担
当
者
盤
⑤
晴
掃
施
設
襲
檎
対
策
女
機
構
の
縮
す
と
効
率
的
な
選
用

年
の
一
揖
樟
を
ベ
1
1に
し
な
が
b
、

社

充

聾

強

化

〈

・

頭

指

補

佐

比

国

理

謀

に

、

楠

但

投

担

当

役

①

区

留

整

理

事

務

所

〈

ニ

誤

六

回

悌

)

を

会
捕
曹
の
変
化
に
対
忌
し
た
も
の
で
、

a

白

1

1

5

:

ー

白

h

i

-

-

b

l

l

隠

比

し

て

、

区

画

稿

麗

謀

〈

四

係

〉

行
政
規
模
由
拡
大
を
抑
制
し
つ
つ
、
所
」
ず
昌
ゐ

γ
~絡
線
潟
治
腐
サ

b
v品
市

計

ば

伊

ン

一

ブ

会

、

と

お

誌

と

す

る

塁

打

政

民

的

裏

署

る

た

め

、

苦

役

噌

華

麗

勝

争

射

撃

&

劇

的

詩

句

富

山

l
昔

匂

討

ゴ

ノ

み

車

②

市

議

さ

ん

警

龍

止

し

て

、

博

物

干

白

見

直

し

を

行

っ

た

も

の

で

あ

る

。

館

の

所

管

と

す

る

錦

町

村

山

町

併

で

い

電

の

に

罷

画

整

理

事

務

調

ま

ど

騒

止

訪

れ

わ

れ

れ

い

セ

Y
Z市
民

了

訪

日

一

(

間

信

号

つ

い

て

は

、

盤

建

議

溌

告

が

も

っ

行

う

。

@

特

定

事

業

対

襲

撃

属

止

し

て

盛

設

一

間

が

開

か

れ

る

。

一

門

市

特

設

袈

賛

同

ま

た

、

小

規

模

議

長

岳

、

類

似

露

食

品

閤

襲

の

対

応

③

行

政

事

務

の

簡

素

、

効

率

化

の

推

進

撃

総

務

課

に

所

属

さ

て

調

轄

講

習

一

ζ
の
期
間
中
、
行
政
相
説
委
員
草
…

V
日
時
拍
月
日
日

事
務
会
先
菱
商
品
。

e

総
合
ハ
禽
閣
譲
事
務
前
夜
新
設
・
金
額
謂
豊
田
事
務
怪
童
妻
、
⑦
遊
間
筆
業
務
の
効
率
化
と
強
化
髄
ゴ
克
化
、
円
滑
化
遺
る
言
語
設
相
談
所
綬
設
け
る
ζ
と
に
な
一
か
ら
午
控
4
時
ま
で

童

謡

古

る

重

量

襲

警

覇

の

②

青

少

年

議

行

政

管

理

君

事

る

・

道

陣

営

理

事

務

の

一

元

化

量

る

た

以

上

、

議

改

革

由

離

絡

を

述

べ

て

一

っ

た

。

道

路

曾

向

川

・

童

e
担
金
な
一

7
会
場
旭
北
パ
ム
民
館

強
化
充
実
に
あ
た
っ
て
は
、
成
宮
・
青
少
年
健
全
震
の
一
翼
指
導
語
審
齢
化
社
会
へ
の
対
応
め
、
道
路
補
倍
華
麗
止
し
、
霊
き
た
が
、

ζ
白
ほ
か
、
都
市
整
備
罪
一
ど
、
書
の
仕
事
に
つ
い
ず
さ
構
章
一
円
潟
県
・
市
高
翼
忍

襲
を
見
直
し
、
統
臨
時
古
書
っ
て
喜
る
た
め
、
び
わ
青
少
年
妥
を

e
福

祉

仔

置

を

警

官

調

査

研

究

す

草

壁

書

す

る

都

市

部

に

な

る

を

義

の

霊

、

要

望

霊

お

持

ち

の

方

、

お

気

軽

一

マ

臼

時

ぬ

月

幻

尽

き

午

前

評

議

望

者

抑

制

す

る

と

と

も

に

、

青

少

量

の

所

管

と

す

る

。

実

る

た

め

、

襲

撃

福

祉

襲

謀

と

③

社

会

教

育

指

導

誌

の

芸

品

の

統

合

な

ど

が

訣

め

ら

れ

た

。

一

か

ら

午

捷

4
時
ま
で

第387号

石田成弘氏田中翼治氏

冠王韓ひらつか

。
人
権
法
樟
相
絞

O
行
政
喜
相
誕

。
一
組
法
樺
相
説
日
万
4
臼
(
金
〕
、
口
月
8
白
(
火
)

予
約
制
(
竜
話
で
も
J

円
)
、
日
時
1
日
時

。
阜
商
議
物
品
相
談

m
Hお
日
〈
究
)
、
日
時
frm時

予
約
制
(
道
話
で
も
可
〉

〈
〉
登
記
、
供
託
、
測
蜜
語
説
口
月
日
目
(
金
V

、
日
時
i
同
時

。
住
宅
福
相
談
ぬ
丹
治
H
〈
火
)
、
口
時
5
お
時

ひ
窓
例
年
金
璃
浜
口
バ
叩
け
〈
ナ
ホ
)
、

ω時
1
日
時

。
一
般
市
民
栂
議
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

躍
・
祝
円
は
除
〈
〉

。
消
費
牛
耳
油
相
談
羽
バ
引
け
(
会
)
、
お
臼
(
金
)
、
日
月
4

汀
(
金
)
、
同
時
ぐ
!
日
時

。
時
羽
考
案
特
詳
細
相
談
孔
月
7
円
(
月
)
叩
時
1
治
時

。
下
請
取
引
相
談

m
H初
日
(
木
〉
、
日
時
加
分

J
m時

(
内
〉
、
口
月
1
日
〔
火
〉

青
少
年
制
相
談
窓
一
(
府
民
セ
ン
ギ
1
1

二
軒
〉

お

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
瞳
H
9時
rJ同
時

1
曜
日
は
日
時
ま
で

福
祉
会
抽
出
幻
!
こ
一
一
一
一
一
一
三

。
心
開
出
」
と
抱
該
毎
週
月
曜
日
(
事
五
が
砕
く
)
、
日
時
5
m時

や
母
乎
相
談
毎
週
月
1
余
暇
自
1
9時
1
お
時
初
分

。
寵
鷲
児
護
福
談
毎
週
月
5
金
曜
宮
、

9
時
1
同
時

。
高
齢
者
職
韓
椙
読
経
遇
月
!
、
金
曜
円
口
、
旦
時
純
分
1
均
時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

や
老
人
相
誕
臼
缶
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
口
町
場
合
は

体
み
)
、
午
前
日
時
5
泣
時



九
月
定
例
市
議
会
で
「
平
塩
市
自
転
車
の
放
置
防
止
に
関
す
る
午
続
一
が
可
訳
さ
れ
た
。
乙
の
条
例
は
、
駅

前
間
辺
に
放
寵
さ
れ
て
い
る
自
転
車
設
整
獲
し
、
明
る
い
快
遍
な
空
活
環
境
音
曲
担
保
す
る
と
と
も
に
、
災
慎

時
の
防
災
活
動
聖
寵
保
す
る
た
め
に
定
め
ら
一
れ
た
も
の
で
あ
る
。
担
問
例
に
は
、
自
転
車
駐
車
規
の
設
震
や
、
駐

車
対
構
白
捻
識
な
ど
の
市
の
責
務
、
自
転
車
制
信
者
の
自
粛
な
ど
初
用
者
の
責
務
、
小
売
業
者
の
責
務
、
自

転
車
放
脇
陣
禁
止
区
墳
の
指
定
な
ど
が
譲
り
込
ま
れ
て
い
る
。
長
例
は
来
年
四
月
に
符
付
さ
れ
る
予
日
比
だ
が
、
乙

れ
か
、
b
放
霞
議
止
市
出
域
中
探
管
自
転
車
の
処
分
噂
乙
ま
か
な
点
に
つ
い
て
楠
討
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。

とき 10Fl168(13) 
正午~午措5時

ところ 中心街商務

①三主な千遣し物

パレード仁ミスワ ノレドー市民市ギャルヌ

}プン力}、少年野躍優勝チ…ム、小学校

艶笛隊、子供みこし、自村ばやし、申華龍

舞、ハーレ}チーム、パトYクラブ〉

擢し物相州七タフ!;;，段、もちつき大会〈審月

堂前〉野点・人帯浄瑠瑠 C市民プラザコ、

ミニSL'輪なげ仁平田人醇高官〉、ちびっ

子相撲大会(新?首公歯コ、ちびっヲ車問伝大

企 C東海道木通り〉、地震悼験車仁明石町

i車~)

市へのご意見や婆望、苦情などがあったら、

お気軽にお上告かけi-

とき 10汚20臼 f木〉
'10時-121時片岡自治会館

14時 -16時大白根下自治金賞官

とをき 10月278仁木〉

・14時 -16時怒北公民館

褐 19時~21時旭北公民館

とぎれ月108(木〉

・ 10時~1耳時土麗公!\';Jl宮

・ 14時~J6時 王宮沢公庫波宮

昭和59年半車市lll1;人式は、来年1月 158市民セYタ

ーで閣かれるζ とになった。これにともない、新しく

成人を迎える方々から記章作文を罪集ずる。

。テーマ 20縞自決議、抱負、藤い、希望など

く〉応事費措昭和38年 4月 2 日 ~39年 4月 1 日生まれ

の方

く)!ii;J事方法 4田宇喜吉原稿用紙3枚以内

。その抽応葬者会員にま:，;&:di品、優秀作品こは賞状と

調品者贈る。

。締め切哲 12.月158(木〉

く〉応轟得平壇市青少年諜宵暗保内成人式翼行委員企

E平254平車市浅間野J9-1)



一
揮
で
あ
る
花
巻
市
と
天
捕
麗
ヶ
島
町
か
一
会
ポ
ン
ハ
ぜ
弔
チ
ッ
キ
大
企

一
ら
、
特
麓
駒
の
展
示
、
即
売
も
予
定
さ
一
日
月
収
首
、
口
日
D
2日
間
、
子
供

五
て
い
る
。
一
た
ち
に
入
気
が
あ
る
ポ
シ
ハ
ぜ
か
い
配
布

、
一
な
お
、
帯
一
月
士
一
宮
の
自
一
輔
自
に
一
す
る
。
ま
た
、
日
月
日
回
目
午
睡
に
モ
一
市
で
は
、
中
京
地
区
・
中
間
周
住
宅
の
つ
期
間
岡
山
花
目
白
(
ポ
〉

諒

一

は

、

市

民

セ

ン

タ

ー

で

平

塚

レ

ク

リ

二

チ

ッ

キ

大

金

書

う

。

一

言

賓

の

入

層

重

重

ず

る

。

一

泊

日

(

さ

ま

可

一
ー
ジ
ョ
ン
一
民
扇
協
告
協
賛
に
よ
る
H
芸
一
台
農
水
窓
物
腰
亮
一
マ
募
集
す
る
住
宅
中
原
上
宿
、
中
原
了
場
所
市
民
相
談
室
、
田

今
年
で
二
十
四
回
国
道
主
霊
童
業
ま
つ
り
は
、
量
産
車
星
空
、
十
一
月
士
百
か
ら
一
時
大
会

L、
重
要
号
車
心
一
妻
、
大
堂
島
農
産
物
ゃ
、
主
選
中
康
子
袋
、
車
中
康
各
住
宅
一
ピ
ス
セ
Y
タ
1
、
市
襲

十
四
百
ま
で
由
三
百
聞
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
属
に
は
、
罷
年
人
慌
の
あ
る
み
つ
け
市
や
一
に
、
市
内
各
所
由
み
と
し
や
お
は
や
し
一
閣
角
貝
捕
等
の
水
産
物
由
化
廉
売
す
る
。
一
マ
申
し
込
み
縄
問
格
①
昭
和
白
年
ロ
月
一

7
申
し
込
み

農
水
産
物
の
警
の
ほ
か
、
も
ち
つ
き
大
岳
、
ポ
ン
ハ
ゼ
由
無
料
配
布
を
盛
り
ぎ
さ
ん
m
Y行

雪

量

一

手

数

台

が

撃

す

る

ぷ

乙

し

パ

レ

一

議

喜

一

H
日
以
前
か
ら
前
向
日
住
民
義
雪
て
期
間

m
R官
き

し
て
い
る
。
去
、
語
富
霊
前
白
長
選
、
苦
宅
月
間
量
し
で
あ
る
主
要
号
、
己
主
一

i
f
zわ
れ
る
。
一
市
内
外
の
植
木
護
者
約
拘
留
が
出
居
一
ぇ
、
宮
警
居
住
し

τい
る
こ
と
。
一
四
日
(
さ
ま
で

相
一
千
万
、
十
一
月
二
十
=
百
の
勤
労
勝
一
し
、
植
木
市
を
開
/
、
、
。
一
②
究
開
(
揖
約
重
軍
司
む
)
ま
た
は
親
プ
場
所
前
建
築
謀
住
宅
偶

な
っ
て
昔
、
大
勢
の
人
出
事
雪
れ
る
。
皆
さ
ん
も
、
長
壁
モ
ろ
い
で
お
出
掛
け
を
。
一
謝
宮
語
、
市
内
霊
関
係
葬
者
一
会
植
木
君
品
一
子
宮
主
悼
と
L
た
重
で
あ
る
ζ

と
固
一
マ
入
事
定
日
賢
治
日

Z

喜
市
霊
ま
つ
り
は
、
市
の
霊
一
阜
市
出
産
嘉
義
介
し
、
市
内
田
産
業
一
偶
者
が
、
差
耳
、
加
工
晶
霊
童
裏
草
す
る
た
め
、
霊
前
中
央
公
民
一
耳
目
日
差
是
官
、
植
木
業
一
室
長
宅
に
函
っ
て
い
る
こ
と
が
史
詳
し
く
は
「
募
集
の
し
お
り
」

量
高
る
た
め
、
壁
、
長
章
一
振
興
章
る
と
と
も
に
、
き
ろ
の
勤
一
一
苦
言
と
も
に
、
即
売
霊
長
行
一
鍔
で
表
一
彰
式
典
一
高
か
れ
る
ζ
長
な
一
票
植
木
、
草
花
喜
多
寄
り
、
セ
ロ
一
ら
か
な
ζ
と
。
霊
長
基
準
内
て
あ
古
い
た
戸
き
た
い
。

宵
館
を
金
頭
に
、
関
偶
あ
る
行
事
主
総
一
封
に
感
謝
し
よ
う
と
開
催
し
て
い
る
も
一
知
れ
る
。
ま
た
今
回
は
、
市
民
体
聾
の
一
っ
て
い
る
。
一
市
沙
問
開
く
。
一
る
ζ
と
。
@
住
民
税
等
の
時
制
が
な
い
一
ま
た
、
毎
月
四
日
締
め
切
り
で

合

的

に

開

催

し

て

い

る

。

一

自

で

雪

。

一
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会

轄
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こ

と
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造
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よ

び
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一

フ

ス

住

宅
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の

苦

乙
語
、
広
〈
富
の
皆
さ
ん
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一
事
除
、
農
・
子
商
・
農
業
関
一
生
な
催
し
物
の
紹
介
喜
一
一
一
Z

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
日
月
昔
、
児
島

2
品
、
葉
一
マ
収
入
基
準
「
募
集
の
し
雪
道
一
雲
行
っ
て
い
る
。

す
購
水
産
物
帯
の
品
副
貯
金
一
対
量
に
行
っ
た
農
林
統
計
図
表
コ

y
ク
一
や
草
花
の
間
開
曹
に
つ
い
て
、
専
門
軍
一
自
国
て
い
た
戸
主
)
た
い
。
一
門
V
間
い
告
か
せ
先
市
建
築
譲
住

市
内
で
つ
く
ら
れ
た
荊
類
、
野
美
、
一

1
ん
の
入
賞
作
品
を
展
示
す
る
。
一
が
助
言
、
指
導
す
る
。
一
{
〉
葬
巽
の
じ
お

p
・
申
込
曹
の
昆
布
一
(
電
語
幻
!
一
一
一
一
円
融
四
六
一
一
一
)

刊

妻

、

農

産

加

工

品

、

童

加

工

品

、

す

消

費

生

選

一

菜

用

品

交

換

市

直
鶏
卵
等
の
品
評
会
。
一
消
費
住
活
に
世
立
つ
麗
一
ボ
コ
ー
ナ
ー
一
日
月
ロ
日
に
、
皆
さ
ん
白
不
用
品
を

闘
会
薬
組
升
コ
ー
ナ
ー
一
中
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
を
開
〈
。
一
即
諾
す
る
a

羽
啄
な
ど
の
ミ
ニ
農
習
や
、
鵠
業
コ
l
一

合

盆

載

開

町

一

台

一

般

罪

庭

積

木

配

布

桝
ナ
ー
な
ど
に
よ
り
市
の
産
業
を
紹
介
。
一
盆
栽
愛
野
合
お
よ
び
市
内
9
団
悼
の
一
日
月
刊
同
国
午
時
9
時
か
ら
、
蔵
書
ま

Mγ

ヱ
韓
韓
問
愛
評
者
に
よ
る
盆
裁
を
展
示
す
る
。
一
つ
り
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
苗
木
前
替
券

加
市
内
田
会
社
、
工
場
等
で
製
祉
会
株
聾
の
郷
コ
ー
ナ
ー
一
(
一
一
一
角
捧
)
を
持
害
し
た
方
先
着
一
千

普
い
る
工
業
生
薩
品
を
展
示
す
る
。
花
巻
市
と
実
域
韻
ヶ
蕗
面
白
特
産
物
一
名
に
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
ま
た
は
ク
チ
ナ

抗

議

光

写

真

章

褒

童

昔

、

即

売

す

る

o

一
シ
者
一
配
布
す
る
。

つ
平
田
概
観
光
風
景
写
真
、
七
白

一
山
室
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
ひ
空

ー
ル
入
歯
押
品
を
緩
京
ず
る
。

内

去

っ

け

市

七
市
内
商
活
尋
の
在
軍
聾
理
石

口
商
品
自
超
廉
売
を
戸
甘
え

女
騨
林
統
計
図
表
緩
石
市
品
口

市
内
小
・
中
学
校
の
兎
拍
車
、

(4) 

り

第 387考

の

寒
さ
に
向
か
い
緑
の
保
護
を

狂犬病予訪注射日程表

13 ' 00~14 ' 30 

横内公民館

第士見公民館

大野公民館

八幡自治会館

金印公民館

花水公民館

中原公民館

閥十瀬I11公濁

斌晶公良章亘

日 19 ， 30~11 ， 30

10月15日 |民馬入公園

10月17日 |間;hr向ちびっこ広場

10.月18呂 |出越北公民館

10月19臼 j 須賀公民館

10月初日 | 穏延神社

10.月21日 | 月見町公爵

10.月22日 |民花水公密

10月呂田 l 田村八坂神社

10月258 i 八蝿公民館

10月26日 i 構内公民館

10月27日 i民大久探公掴

lOJl28臼 ! 大野公民館

10月29臼 1M石 町 公 翻

10月31日 | 大神寄木神社

11月 1日 | 金田公箆館

11月 2日 | 花京公民館

11月 4臼 | 中原公民館

11月 5日 | 平揮開健所

11月 7日 |出松風公鐙

11月 88 1 四之宮;Of向観音

月

間日日の会場は今回変更白あったもの。 27自の午前白

金揚は、大久探公翻に変わった。

第羽田平塚市菊花展

会期 11月3B (木)~15包(火〕

会場市民プラザ

・搬入 11丹 18(火〉午按 3時から

・第1次審査 11月 28・第2次審査 9臼

出11月 3目先着50名に菊白菌を配布する。

防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
一
知
識
の
普

及
高
る

E、
紡
災
証
警
告
を
聞
く

己
主
L
な
っ
た
。

マ
百
冊
羽
月
幻
自
(
日
)
午
前
9
時

羽
骨
か
ら
ロ
時
ま
で

マ
会
場
平
壇
市
中
央
公
民
館

マ
講
商
内
容
地
鐙
と
地
鐙
対
蕪

マ
講
師
濁
江
防
災
耕
学
技
術
セ
ン
タ

ー
第
四
訴
究
部
長
渡
辺
一
郎
民

防
火
管
理
者
の

間
措
取
得
講
朗
回
全
が
開
か
れ
る
o

v期
日
目
月
お
呂
(
火
〉
、
刊

日
(
京
)
の
2
日曲同

VAA日
崩
平
場
合
同
庁
舎

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
弱
ぶ
部
予
紡
議

(
嘩
話
幻
一
一
一
一
内
綿
一
一
一
九
一
一
一
〉

金毒事
市内白施設を観光パスでな果内します。参加費は耕

群。お気軽こと喜多加ください。小グループでの委参加も5J

1を顔銭臼 ①11月16日(氷)②11月29B(火〕
会所要時間午前8時50分〈集合〉 午挫4時 C解散〉
官コース(2つのコース由どちらかをお選ぴください〉

①コースC11月16日〉 図曹館 (50周年記念映翻口
。粗大口み磁砕処理場大神環揖宿生センタ円 由

舟荘〈昼貴〉 ぴわ青少却の家市議会議場。l述
伶は各自持参

②コース (11月29日〉 郵便居自寿荘大神環揖
衛生センター 北部学校賠責 C昼貴).下水処理場

競輪場。給食代として 180円必要

官静2日間格市内在住、在勤、在学白方

会!iD華客往復ハガキに、参加希望者自住所、 E玉名、年
齢、電話番号、希望コース仁①11ゆ〉を記入し、 10
月318(月〉までに申しiみを。(各先着50名〉

会申し込み先 「干254平壇南浅間町 9--1 平壇市
役所広報課J笥話23-1111(円融315)

郷土平塚の身近泊hな風景や観光行事

の写生{下 品 で 未 発 表 の も の

Z王Eな幾勝地1湘甫平湘南朝来、砂丘夕映

え、官官鳥神社、八幡山公図、霧降Eつの滝、

七臨陣、金目JlI，臆村E毘最

'サイズ 4Y切以上

・締め切担 10月31日
・送目先平254 平器市浅間置J9-j

平塩市観光協会または市内紙文

具商へ。

東応募作品には、車溜に住所、民名、学校名

学年、職業者明記の応勢;察を障付。クレヨ

ジ、水彩、抽睦なんでもよい。



支え合いながら友槽の輔が広がりそうな組体操

さわやかな秋晴れの下で

ゴー)1-在留指して怒る姿lま、うれしそうみんなで力吾合わせたチームが勝つみたいです

感
智
ー

さ
晶
、
持
ち
に
持
っ
た
運
動
会
。
九
月
三
十
自
に
訪
れ
た
幼
稚
聞
は
、

ζ

の
自
の
た
め
に
、
問
度
も
棟
円
を
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
、
関
児
を
副

続
け
て
き
た
の
で
す
。
と
〈
に
、
小
学
ま
し
な
が
ら
由
選
動
会
で
し
た

B

人軸

枝
一
年
症
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
也
大
は
少
な
い
の
で
す
が
、
と
て
も
、
ほ
日

き
な
運
動
会
。
司
自
は
、
期
時
が
ふ
く
え
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

ら
ん
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
D
不
安
も
あ
勺
た
ま
た
、
十
月
二
日
に
取
材
し
た
小
学

り
し
て
、
広
三
一
昼
、
モ
わ
そ
わ
の
朝
棋
の
場
合
は
、
百
室
等
の
種
呂
、
ダ

を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ン
ス
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
表
現
種

今
回
は
、
幼
稚
歯
と
小
学
校
由
連
動
問
、
騎
面
対
戦
、
監
笛
簡
実
な
E
が
カ
ラ

企
を
紹
介
し
て
品
ま
し
持
、
フ
ル
に
構
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蝿合時崎平壇釈改札口付近午前8時

コース平壇 (8'14)一小沼隈-fJlj石

失意沢峠倒神ケ岳 E昼貴〉 車購寺大

雄山小田威一平揖 07'00)徒会伝的4時

間

骨申し込み体宵諜に電話で10月27日までに

申し込む。電話31-3060，3057 
京注意弁当、京館持番、主主葺費約2∞0円。

封印恥j、田原までキップ者買う。主主山ぐつ

または溜動ぐつで書加を

執の
き 10月30毘(尽〉雨天中止

ところ箱根明神ケ岳

と

瞳
-11月は第1.第2月曜13-

密患に利用できます。 E無料開放J

開放穂留卓球、バドミントン、バスケット、

軟式庭球(1-4時〉、ノてレ-(4-8時〉

》夜祭種目とも、ラケット、シャトル、ポーJし

は必ず事由持審査. (体育館には用意して

あり ません/)

10Jl248 (月 1 午後 1 時~8時

11丹7沼(舟〉グ

11月14日 ( 月 〕 グ

理勲四できる服装で接加し、上ば告F再の埠

紡ぐっ者用意して〈ださい. (慰問は土lil融
緩主語 体宵懇 費電話31一泊60 講です。〉競按場内での歌賞は曹iとです@



会ファミワーフェスティパ)~

家族そろって謹しめるふれあい広場。入場

自由、なお10月22日は展示のみ。

・日時 10J'J22B (土) 9時-21時、 10月23
日仁田)Iぴ時-16時

・内容 聖子菜如苑、展示、模擬底、アトラク

ジョン、工作、プラモデルほか

古美術教蜜

「シルクスクlJ~/"その 2J
年賀状やク旦スマスカード者作る。

・期日 11月 1日-12月 6呂、毎週火曜日

・開閉 18時30分-20時30分
・童文樹費 実摺

・ 対 韓青年20人 E初心者に限る〉

1:;太穫祭教護

中関快衆目臣室躍を守D続けて宮た太緩拳在

学び、心と体づくりを行う。

・期日 11Pl5日-12J'J17B白揮 1-揮 3土

曜日、 1月148-2月 4臼旺深草週土開日

・時間 18時初分-20時
・対龍青年、~2O人
ぷ体館回毎趨月離日、 11月 4B
食膏少年金措

;一銃撃週Uテーマ:読書i主新しい

期 潤 :10月 21 臼 ~11 月号沼

会こども峡笛会

・日時 10月16日 E日)1日時、 14時
「たぬきのいる町Jカラ-52分

・日時 lJ月13日 E日)1世帯、 14時
「動物と諮ろう地支求自仲間一上野動物語盟百

年四世みjカラー33分

1:;読書書週間峡頭会

'日時 10.月23日(日)101時、 14時

海宝寺

東豊田公民館

京司村ちびっ子広場

棋島公民館

民間時公民館

東金泊公民館

ふじみ野団地集会所

土屋小学校

民吉沢公民館

出掛延小学校

企図小学校

同みずほ小学校

民万問問壇市営住宅

10月18日 11月 18 158 
10月18臼 11月 1臼訪日

10月19日 11月 2日 16白

10Yl20日 11月178
10Pl20日 11月178
10月21日 11月 48 18臼
11月 58 19日
10Fi25 B 11月 8臼 22日
10月25日 11月 8日 228
10月26日 11月 9日

10月27臼 11月10日 24日
10.月27臼 11月10日 24巴
10月28臼 11月11日 258

開設時摺は13時30分から14時3日分まで、ただし

ふじみ野沼地盤会所は14時から15時まで。同印は

1出時から16時ま。雨天のと吉は中止となる。

官休館日 毎週月曙臼、月末、 11月 3日

官図書書館 干 254浅間町12-41費量結31一朗15

会議然鍛察会

秋田震生潮をたずねて、付近の地貫や櫨物

を観察書する。(雨天中止〉

・日時 11月13日 CB) 9時 -16時
・場所 豊野市露主主綴付近

・定員 30人仁多数のときは抽せんコ

・申し込み 10月318までに往復はがきでo

1:;星を見る会{秋のE霊感j

博物措宮の盤上で、駄の星!'I!と、星雲、星留

を盟轄する。 C夢耳目白由コ

・臼時 llJ'J25日〈金)18時-2{)時
・襲合場所耕学教室

大体験学簿「巣絡を作ろうj

揖婚を伊fフ、高麗山へかけに行〈。昨暗ま

でにかけた単鰭由捕臨も仔う@

・日時 11月27B(臼) 9時-16時
・金湯掛学教護〈午後は高層雪山〉

・定員 20人仁多数りと曹は抱ぜん〉

・申し込み 11月15Bまでに往復はがきで。

古休籍回毎遜月曜日、月末、 11月 38
官博物輯平

ヰi事
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予防接種の時間
午後1時30分から 3時まで.封印

田虫揚は午控2時から 3時三去で。

(.7) 

窓会場保健セYタ』

豊富受付 午後tl時 -2時

瀦母子鍵鹿手帳本冊・期j冊と筆記用

具を持番 (3 カミ月\~は本冊のみ〉
[ 3か月児1
11月16日 58年 7月 1臼-10臼主主
11月25臼 58年 7月118-20日生

11月初日 58年 7Jl21日-31日生

[3謹児1
11月 4日 55年 9月 1日-10日生

11月 178 55年 9Jlll臼-20日主主
11月24日 55年 9月21臼-30臼生

盛 簡 1期守3回受廿る

・対島 2揖 (24カh月コから 4歳 (48
か月〉までの幼児.なお、接種間隔

は 2問、 3回とも 3週間から 8i畳間。
麹揖2期 1翻受ける

・対 象 第 1湖町 3回目が終わって

か ら 1年以上 1年 6か月以内田期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第 2期もなるべ<4靖までに

持了するようにしていただきたい。

[101'lJ 
19日 福祉会館、{軍保全在日、

国豊田公民館

20日 大聖子公民館、構内公示士会官、

沼化公民館

21日時鑓ゼンター、

誠中史樫協土1"電所

[11月1
16日福祉会館、健保全館

減聾回公民館

17毘 大野公民館、横内公民館、

湖北白民館

18白骨鑓セYター、

束中虫瞳協土沢支所

ゼ
ミ
ナ

i

に
伝
え
、
お
し
っ
ζ

を
し
た
い
と

い
う
豪
州
ヂ
起
乙
さ
せ
る
必
晶
系

あ
る
。
一
識
か
ら
一
揖
半
ロ
ろ
に
引

な
る
と
、
大
脳
か
ら
排
尿
ぞ
我
慢
唱

す
る
よ
主
レ
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
寸

な
り
、
お
し
っ
己
を
前
も
っ
て
知
レ

ら
せ
る
己
と
が
官
苦
る
よ
う
に
な
…

る

。

ー

ま
す
、
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
の
く
ら
叩

い
の
間
隔
で
お
し
っ
己
を
す
る
か
や

か
匂
掛
り
、
タ
イ
ミ
Y
グ
よ
く
ト
J
A

レ
に
速
れ
て
仔
く
よ
ち
に
す
る
。
叩

お
母
さ
ん
の
あ
せ
り
ゃ
、
勝
手
な
叶

都
合
で
し
つ
け
を
押
し
つ
け
た
川

り
、
手
抜
設
を
し
な
い
己
と
。
長
一

敗
し
て
も
お
己
ら
な
い
で
、
つ
ま

く
で
き
た
時
は
、
大
い
に
ほ
め
で
べ

あ
げ
よ
う
。
お
む
つ
は
巨
ず
と
れ
レ

る

も

の

で

あ

る

。

ト

震対韓接種当日に欄127う2月を経過

して72か月末輔の幼児。

趨接種方法 開業自主・病院で年間

(7-8月を陪()主主連じて接種で

きる。接種目は監部とと三担割を。

翻料金無桝

臨時の保健婦、看護婦募集

・華務予防接種や検診の介勧こ月日日程度

従事できる方。

・碍聾人員若干名

民帯望される方は10月初日までに腹自主害と免

許鼓由写しを鍵捷諜仁霊童話23-1111)へ。

砂輔

サラダ油

小麦粉

しょう Y鴎

トイレット
ベーJ竜一

豚 肉

鶏卵

プロパン
灯油

B (臼〉
午棲 i時30分間演

ところ

【主な内容3

0ボランテ J ア活動のいろいろ

・切手整理うづ吉会、手話すークノレ

七夕晶、ショツピジグボラシティア、

おむつ作Dたんぽぽ

。身障者に疋しい濯解をと

。ぜひ身につけよう救急法

担当穣t止部権限総務課

きと
認証寺 10月288(金)298 (ニ1:)

受付時間 9時 30分 -ll時、 13時 -15時

会場保健センター

E内容11瞳鹿詩断 a:胸部レントゲジ ② 

貧血揖査 ③コYピユ』タ一体力診甑 ④医

師によ る健麗相談⑤幼児揖斜検診 (28日の

み〉等

2展示、相談 ①健蹟生活チェック ②コン

ピュータ一堂季語器断 ③貴品構生相談 ④〈

"J"JJ<V正しい使い方@正しい童生活

3賦血

誠おでん、そば、やきょ JJの槙緩怠もある。
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へ
・
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看
護

容

臼
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須
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富
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掃
憲
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円
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初
日
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9
9
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百
万
円
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会
福
祉
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会
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i
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;

四
千
八
百
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五
円
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館

館

館

館

館

館

館

ね
沈
殿
民
間
長
時
間
民
見
礼
三
四
百
六
士
一
一
円
、
平
壇
菓

.
〈
公
公
公
必
公
公
公
子
商
工
相
台
二
万
八
千
四
百
円
、

句
、
立
自
由
野
田
島
田
崎
自

犬
5
神
大
豊
騨
金
冊
金
札
場
町
長
口
同
喜
龍
一
千
円
、
平
塚

丹

市

吟

詠

通

m
M
m
即
事
長
市
中
田
栄
持
七

日

∞

お

印

mm川
0

0

千
百
四
十
四
円
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学
校
児
富

9
9
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m
問
問
口
、
金
五
千
円
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1
l
択
号
で
。
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(2) 

学舎の塩谷世雄ら、被告担括主田村

割系の人々である。

第 1審となるのは横摂裁判所で

ιこでは慣f重に審潔され、その

結果証人白書がとられ r型約に基

き昌代金を請取D籍地は原告へ差

し戻すべき事j と判決された。 ζ

の判決に勢づいた農民は交揮して

各自費地の地芽を買取主力量ら乞い

請けた。しかし、長右帯門はζ れ

を拒否し、東京上等裁判所へ不服

の控訴を起こし f被告に於て覇地

受戻の要求梧立たずJと由判決を

揮、農民が務捕与していた 3年記己

しの小作棋と、裁糊こ要した費用

由一時取り立てを請求してきた。

東京上等裁判所の判決文は、裁

判に使われた置E拠書類IJI無い白で

十分把擾できないが、倒の記録か

ら推すと、前記2文帯はじめ、長

石構内接任回Jl;j活豆戸長手民自平畏

簡が、裁判には使用しないという

約束で長右構内こ与えた f証拠骨

内に頼まれでしたj とい

ども持ち出しているようであ台、

審惑は不十分、また一方的である

との瞳じが強い。

〈文責臼井弘〉京おたずねi式市

史籍軍さん燦〈鰭謡32~5843) へa
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特
殊
学
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概
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。

マ
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口
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(
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ま
で

マ
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…
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路
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由
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験
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声
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間
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ぜ
び
返
事
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

私
も
尋
ね
ま
す
。
商
雨
口
前
の
一
世
道

無
断
使
用
の
監
視
は
、
市
か
、
覇
罫

か
、
そ
の
点
は
っ
き
り
し
て
く
だ
さ

3

い
。
私
が
一
番
ひ
ど
い
と
認
め
た
巴

-U
時、

は
E
屈
で
す
ω

揖
一
道
上
挙
前
器
、
戸
、
九

輩

畳

間

樺

に

使

帰

し

て
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。
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。
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、
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、
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、
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、
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。
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と
る
わ
れ

己

申

揖

選

問

題

に

つ

い

て

、

前

、

し

て

き

芋

レ

士

。

ず

、

今

皆

、

市

で

は

聾

察

署

等

と

十

響
額
、
宿
主
の
弁
か
品
聞
か
せ
て
く
だ

¥:υ
道
路
の
不
法
占
用
に
し
か
し
、
商
品
品
開
列
、
立
看
板
、
升
協
議
し
、
持
に
市
街
地
等
友
重
討

さ
い
。
私
自
よ
う
な
岩
人
や
障
害
め
議
署
員
企
対
す
る
む
意
見
、
と
夢
拘
甚
が
ら
、
ダ

y
ポ
l
ル
等
が
都
道
的
L
、
地
域
む
と
、
路
線
む
と
、
計

書
方
の
た
治
足
、
車
登
結
論
票
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
に
は
み
出
し
て
い
る
状
噛
は
、
一
震
に
指
導

L
J議
の
愛
護
思
線

づ
け
て
ほ
し
い
も
め
で
す
。
こ
む
た
め
、
抵
簡
の
関
掃
で
叩
月
号

8
L政
ま
ら
ぬ
状
況
で
す
。
今
ま
で
を
欝
及
し
て
い
章
ま
す
。

〈
富
慰
霊
輔
氏
〉
に
砲
事
主
掲
載
す
る
予
定
で
い
た
と
に
も
、
悪
寓
と
息
わ
れ
る
何
件
か
は
〈
市
道
路
軍
諜
〉

野
外
炊
飯
の
つ
ど
い

ヲ
ォ
!
ク
ラ
リ
ー
と
野
外
炊
飯
田

つ
ど
い
が
顎
か
れ
る
。

マ
日
時
口
月
幻
自
(
日
)
午
前
9

時
か
ら
午
接
2
時
ま
で

マ
会
揖
平
田
弘
前
び
わ
普
少
年
の
軍

マ
対
象
市
内
在
住
・
夜
勤
の
家

族
、
グ
ル
ー
プ
等
却
組
(
先
着
頗
)

マ
事
加
費
一
人
四
一
百
向
(
米
1
合

持
捗
)

マ
申
し
込
み
閉
山
月
間
以
日
(
土
)
ま

で
に
、
電
語
モ
び
わ
青
少
年
の
掠

怨親を超えて
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白長男で、数え年18歳、父の後を

継いで真土村佐童領 391石の名主

役に就き、 26語、足柄県第2大区

ノム11区戸長兼真土村村用係になっ

た人物である。明治政府白方針を

率先実行し、また用水引きモの伯

髄つ1J花実績も践した。

それが f約束を違えたら私自首

を取れJ と証人を立てて言うのだ

からと、農民は、真土村全壊の質

地白仮名謂を買取主名にすること

をま知し、また仮名講にしても名

犠変更になるのだから、それに必

要な f無期限薗地c契約に基づき

ま王々」および f名犠変更は~Dち流

地」なる文書ひ引こ全文不詳〉に

も調印した。この2つは揖の裁判

において農民を全く不利にする。

約束によって質地を返すよう金

i を持って行った人もあるが、長右

{構戸明ま応ぜず、明治9年の土地再

f丈重量白隠止、譲られた土地である

iと童書って、代患の申し入れをはね

Jつけた。耕作させないぞと怒鴻っ

jたとも山これ欄いた農民は

ζ ¢時すでに松木管殺せと騒いだ

jが、恋人の蓄に従い裁判によるこ

とにした。原告側の問言人は法揮

る
。
ぜ
ひ
と
利
用
を
。

間
い
古
田
ぜ
は
、
中

開
(
霞
語
お
二
一
一

七
〉
へ
e

あ
す
の
湘
南
を

考
え
る
研
究
会

マ
呂
時
四
月
お
日
(
土
)
午
按
1

時
お
分
か
ら
3
時
ぬ
分
ま
で

円

v
A
出
場
平
境
青
少
年
ム
目
指

マ
テ
ー
マ
期
南
海
岸
地
域
の
課
題

と
将
来
展
望
者
考
え
る

マ
問
い
合
わ
せ
先
有
企
画
調
型
謀

(
篭
話
お
一
一
一
一
内
綿
一
一
一
二

六
)茅

ヶ
崎
釈
前
パ
ス

乗
り
場
が
変
更
を

茅
ヶ
崎
駅
主
良
工
事
の
た
め
、
茅

ヶ
樹
市
川
世
所
東
側
広
場
が
平
境
行
き

パ
ス
薫
り
崩
と
な
る
。
む
協
力
念
。

公共場所{ま:iEしい使用者

楽
し
く
舟
き
合
う
ゆ
と
り
な
E
全

く
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
ま

た、

B
君
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち

に
し
か
白
れ
る
と
、

A
さ
ん
は
自

分
の
し
つ
け
を
非
難
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
、
つ
い
、
口
う
る
さ
く
注

意
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

B
君
の

方
は
お
母
さ
ん
に
十
分
守
王
託

て
も
ら
え
な
い
ま
ま
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
り
、
い
つ
も
い
い
子
を
饗
求

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は

B
看
は
た
ま
り
ま
せ

ん
。
い
つ
の
ま
に
か
お
も
ら
し
を

す
る

4つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。

B
君
に
す
れ
ば
、
自
分
の
つ

ら
さ
控
訴
え
た
か
っ
た
白
で
し
ょ

う
。
で
も
、

B
君
が
お
も
ら
し
を

す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
お
母
さ
ん

だ
け
を
責
め
る
こ
と
は
官
き
ま
せ

戸

￥

ん
υ

お
母
さ
ん
は
お
母

可
干
さ
ん
な
れ
J

に
、
お
じ
い

d
h噛
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

丸
山
J

ん
と
自
生
活
白
中
古
一

一
一
川
ぽ
主
懸
命
や
っ
て
き
た
の

riv
で
す
。
た
だ
、
そ
の
し

二
一
告
わ
寄
せ
が
B
君
に
出
て

し
ま
っ
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う

Aμ 

B
君
の
お
も
ら
し
を
き
っ
か
け

に、

A
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

生
色
を
も
う
一
度
覚
直
す
こ
と
が

官
き
ま
し
た
と
、
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

平憲市青年団協議会では、今年も

青年祭を関心みなさんお出1J'f'r包

とき 10月23羽(尽) 9 時~1田守30分

ところ勤労会館

E内容J'離を中心とした出し物

・展示物

ゲーム、歌、フオ←クダンス等

;j i;:!iii;li;i i;;ziii i1 
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括討説者開主抄ドH22受信2

く〉巡回尽稜 /10月 15日(土)10時 -15時鳥時盤

/10月 18 臼 fゾ010時~15時ノ吋ロット万年筆・三
共ヒ成工業/10.月 19日(:j()1出時-15時 日産車部/

10月22日〈土)1α時 --15時駅北口仁平壇ローターア

クトクラブ)/10月24日〈月) 1日時~15時 車問北口・

10時-1耳時 大口ニ工業・ 13時~1日時 三和ケミカノレ/

10月27日(木)1α時 -12E時蜜土チタY工業 13時~

15時プラステク/10月28日く金) 10時~15時提健
セYター〈市民健麗白日)/11月 1日〈火) 10時~12

時 日揮ユニバーサノレ緬 13時-15時 田中寅金商工業

/11月 2臼 α()10蒋-15時パイロットプレシクョ

ン/11月 4日〈金)1日時-15時 車線げて学/11月 5EI 
E土)1日時-12時花京公民館・ 13時 -15時鼠松車

検場 C花京地区)/11月11日〈金)1日持-15時 八曙

公民館〈八幡地区)/11月 12日〈土コ 10耳~15時紅

錦町南平前〈平器三ライオYズクラブ〉

一一一ご協力あむがとうございましたム一一

平田重工業70入、臼本クラウンコルク73入、三興製

作所47人、なでしζ ライオンズクラブ 136人、平車市

中央農協68入、其栄ヱ業82人、三菱樹脂82人、日産車

部91入、しらさぎライオンズクラブ 129入、平塩江南

高校159人、平塩農業高校107入、駅，t口36人。
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